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第 27回 TwellV 放送番組審議会 議事概要 

 

 

１．開催年月日  2015年 12月 11日（金）12:15～13:50 

２．開 催 場 所  ワールド・ハイビジョン・チャンネル株式会社 

プレゼンテーションルーム 

 

３．出席者 

出席委員：7名中 5名出席 

委 員 長   石田 寛人（金沢学院大学 名誉学長） 

副委員長   勝島 敏明（公認会計士・税理士） 

委 員   菅谷  実（白鴎大学 客員教授） 

委 員   古濱 洋治（元郵政省通信総合研究所 所長） 

委 員   坂田 康太郎（株式会社 CAP代表取締役社長／音楽プロデューサー） 

 

  欠席委員 

委 員   山下 東子（大東文化大学 教授） 

委 員   伊藤 佳子（プロゴルファー） 

 

放送事業者側出席者： 

社長         森内 譲 

編成・営業本部長   小林 慎一郎 

管理本部長      尾上 一也 

編成部長       津野 雄一 

事務局        安倍 健一 廣部 将人 

 

４．議題及び議事概要 

・議題 1 『マーケット・アナライズ plus＋』訂正放送について 

『マーケット・アナライズ plus＋』訂正放送について説明があった。 

（説明の概要） 

本年 9 月 5 日『マーケット・アナライズ』 及び 10 月 17 日『マーケット・アナライズ plus+』

で取り上げた株取引に関する情報に事実と異なる部分があったことが判明。いずれもゲス

ト出演者が供出した取引データをそのまま紹介したもの。専門家や権威から得た情報を鵜

呑みにし、充分な確認が足りなかったことが原因。これについて 11 月 21 日の同番組で訂

正放送を実施。また、再発防止のため、番組の属性にも鑑み、番組に関与するあらゆるス
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タッフの問題意識を大きく刷新し、チェック体制を強化するとともに、同番組の内容を担

当者以外が事前検証を行う会議体を始動。委員からは次回の番組審議会での経過報告が求

められた。 

 

・議題 2 「民放連 放送基準」第 149 条改正に伴う当社「放送番組の編集の基準」改正に 

ついて（諮問） 

「民放連 放送基準」第 149 条改正に伴う当社「放送番組の編集の基準」改正について、番

組審議会へ諮問があり、委員によって諮問の通り答申することが承認された。 

 

・議題 3 2016 年 1 月以降の番組編成内容について 

2016 年 1 月以降の番組編成内容について、「プログラムガイド（2016 年 1･2･3 月）」に基

づき説明があった。 

 

・議題 4 審議番組『BS12歌謡ナイト jazzyなライブショー』について 

審議番組の委員からの主な講評 

・最近は歌謡番組が少なくなっているので、このような番組が増えるのは良い。 

・歌謡曲とジャズの組み合わせは面白く前半は良かった。しかし、番組後半はジャズ演

奏もなく演歌を歌っているだけで、番組テーマにそぐわない。ジャズを楽しみたい人

は番組後半を視聴しなくなるのではないか。 

・知っている曲をジャズアレンジで楽しめる点や LIVE を番組として楽しめる点は良い。

演歌をジャズアレンジするという新たな切り口である。こぶしをきかせた JAZZに違和

感はあるが、このアレンジし切れないところも狙いの一つなのだろう。 

 ・番組前半はジャズと歌謡曲の組み合わせを楽しめ、ジャズアレンジが面白く、良い番

組だと思う。しかし、番組後半は完全に演歌番組になっており、他の歌謡番組と変わ

らない。 

 ・曲と曲の間に入る番組 MCとのトークについて、画面が突然切り替わって歌に入るの 

で、場面展開に唐突感があって不自然。もう少し自然な流れで場面切替をした方が良

い。 

 ・ジャズバンドの演奏が本当に素晴らしかった。演歌の方がジャズに取り組むのは難し 

いと思うからこそ、ぜひとも聞いてみたいと思える。 

 

・その他 

第 26 回放送番組審議会（2015 年 9 月 25 日開催）の「議題 1 放送番組種別分類結果公表

の件」につき、種別分類結果の暫定値を報告したが、その後、野球中継に伴う編成内容変

更による確定値並びに種別分数の増減につき説明があった。 

以上 


